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 木村鍍金工業株式会社 2022 年度環境経営レポート 

（対象期間 2022 年 4 月 1 日～2023 年 3 月 31 日） 

ＥＡ13-01-2023 

 改定日 2023 年 9 月 26 日 

 

1.1 組織の概要 

1） 事業者名及び代表者名 

木村鍍金工業株式会社 

代表取締役 木村 秀利 

   

２）所在地 

  本社・工場  東京都目黒区下目黒２丁目１２番３号 

 

３）環境保全関係の責任者及び担当者連絡先 

  環境管理責任者 ：木村 弘次 

  連絡先 電話 03-3491-7653 FAX 03-3491-4074 

 

４）事業内容 

  各種素材・電子部品の電気めっき 

 

５）事業規模 

活動規模 単位 2020 年度 2021 年度 2022 年度 

従業員 人 15 15 15 

 

 

1.2 対象範囲 

 1）対象範囲   1.1 2）所在地に記載 

 2）活動範囲   1.1 4）事業内容に記載 

 3）レポートの対象期間及び発行日 表題に記載 

 

 

 

 

 

 

承認 審査 作成 

木村

（秀） 
森安 

木村

（弘） 
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２ 環境経営方針 

環境経営理念 

 

 

木村鍍金工業株式会社の全社員は、環境問題が人類共通の最重要課題であるとの認識のも

と、地球環境の保全と環境に係わる社会貢献を目指した企業活動を推進致します。  

 

事業活動方針 

 

当社の事業活動に、環境に対する影響を評価し、重要な項目に関しては、経営における「課

題とチャンス」を踏まえ、技術的かつ経済的に可能な範囲で、社内の関連する各部門及び

階層において環境経営目的・目標を設定し、継続的改善を推進します。 

 

１ 経営力強化に関わる事業活動 

  （１）変動費の低減 

   ①原材料費の低減に努めます。 

   ②外注費の削減に努めます。 

    ③ユーティリティー費の削減に努めます。 

   （２）固定費の合理化 

    ①人件費の合理化に努めます。 

    ②設備関連費の合理化に努めます。 

    ③営業費の合理化に努めます。 

 

2 具体的に次のことに取り組みます 

①電力・燃料消費に伴う二酸化炭素排出量の削減 

②廃棄物の削減 

③水道使用量の削減 

④化学物質の削減 

⑤グリーン調達の推進 

⑥製品の環境性能の向上及びサービスの改善 

⑦安全性の向上 

これらについて環境経営目標活動計画を定め、定期的に見直しを行い、継続的な改善に 

努めます。 

 

3 関連する環境の法規制及び当社が同意したその他の要求事項を順守します。 

 



3/8 

4 目標を定期的に見直し、変化する経済・経営環境に応じて継続的改善を図ります。 

5 環境経営方針は、事業所内に掲示し、教育及び各種会議を通じ社員に理解を深めます。 

また、協力会社へも周知し、理解と協力を要請します。 

 

6 環境経営方針は、当社のパンフレットなどに記載するなどして、一般の人が入手できる 

ようにします。 

 

制定日：2008 年 10 月 23 日 

改定日：2019 年 3 月 20 日 

代表取締役社長 木村秀利 

様式：EA1-01-190320 
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３ 環境経営目標と環境活動計画 

3.1 環境経営目標 

電気、ガソリン、軽油、一般廃棄物、産業廃棄物、総排水量、有機溶剤、酸類に 

対して環境目標を設定して取り組むようにした。製品の環境性能の向上及びサービ

スの改善については、種々の試みを検討している段階のため、目標は未設定とした。 

 

環境経営目標項目 

基準及び予想値 

（2007 年度） 

目標値 

2022 年度 2023 年度 2024 年度 

電

力

Ａ 使用量 305,557kWh △4％ 293,335kwh △4％ 293,335kwh △4％ 293,335kwh 

CO2 注 1 144,834kg-CO2 △4％ 139,041kg-CO2 △4％ 139,041kg- CO2 △4％ 139,041- CO2 

自
動
車
燃
料 

ｶﾞｿﾘﾝ 
使用量 1,800L △4％ 1,728Ｌ △4％ 1,728Ｌ △4％ 1,728Ｌ 

CO2 4,179kg-CO2 △4％  4,012kg- CO2 △4％  4,012kg- CO2 △4％  4,012kg- CO2 

軽油 
使用量 2,400L △4％ 2,304Ｌ △4％ 2,304Ｌ △4％ 2,304Ｌ 

CO2 6,204kg-CO2 △4％  5,956kg- CO2 △4％  5,956kg- CO2 △4％  5,956kg- CO2 

CO2 合計 10,383kg-CO2 △4％ 9,968kg- CO2 △4％ 9,968kg- CO2 △4％ 9,968kg- CO2 

廃
棄
物 

一般廃棄物 可燃ごみ 2,172kg 注２ △4％ 2,085kg △4％ 2,085kg △4％ 2,085kg 

産
業
廃
棄
物 

汚泥 8,190kg △4％ 7,863kg △4％ 7,863kg △4％ 7,863kg 

有機溶剤 900kg △4％ 864kg △4％ 864kg △4％ 864kg 

酸・ｱﾙｶﾘ廃液 242kg △4％ 232kg △4％ 232kg △4％ 232kg 

ｼｱﾝ廃液 2,600kg △4％ 2,496kg △4％ 2,496kg △4％ 2,496kg 

合計 11,932kg △4％ 11,455kg △4％ 11,455kg △4％ 11,455kg 

水道使用量 5,832m3 注３ △3％ 5,657 ㎥ △3％ 5,657 ㎥ △3％ 5,657 ㎥ 

有機溶剤 購入量 4,425kg 注４ △4％ 4,248kg △4％ 4,248kg △4％ 4,248kg 

酸
類 

 

塩酸購入量 10,060kg △4％ 9,658kg △4％ 9,658kg △4％ 9,658kg 

硫酸購入量 4,440kg △4％ 4,262kg △4％ 4,262kg △4％ 4,262kg 

硝酸購入量 760kg △4％ 730kg △4％ 730kg △4％ 730kg 

合計 15,260kg △4％ 14,650kg △4％ 14,650kg △4％ 14,650kg 

 

注１ CO2換算は調整後排出係数（東京電力エナジーパートナー㈱2016 年値）0.474 使用 

注２ 2015 年度より 2,172kg に基準値変更 

注３ 2012 年度より 5,832 ㎥に基準値変更 

注４ 2016 年度より 4,425kg に基準値変更 
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   3.2 環境経営計画 

 

＜電力の二酸化炭素の削減＞           ＜一般廃棄物の削減＞ 

・節電運動展開                ・裏紙の使用 

・不要照明の消灯                ・ミスコピーの防止 

・設備の空運転防止                          ＜産業廃棄物の削減＞  

＜エコドライブ運動展開＞                         ・工程ロスの削減 

・アイドリングストップ                      ＜節水＞ 

・急加速の抑制                                ・節水運動  

＜有機溶剤の削減＞                            ・工程ロスの削減 

・リサイクルの実施                         

＜酸類の使用量削減＞                                          

・適正使用実施 

   ＜製品の環境性能の向上及びサービスの改善＞ 

     ・設備機器の点検の強化 

   ＜安全性の向上＞ 

     ・化学物質のリスクアセスメント法改正対応で担当者への教育記録開始 
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４ 環境経営計画の実施結果と評価 

計画及び実績は以下のとおり。 

実績は2022年4月～2023年3月。 

（判定： ○；達成、△；ほぼ達成 20％未満、×；未達成 20%以上） 

環境経営目標項目 目標値 
実績 

（2022年度） 
判定 

電
力 

使用量 293,335kWh 189,748kWh 

○ 
CO2 

139,041kg-CO2 

（係数0.474） 

89,940.55kg-CO2 

（係数0.474） 

自
動
車
燃
料 

ｶﾞｿﾘﾝ 
使用量 1,728L 562.38L 

○ 
CO2 4,012kg-CO2 1,304.72kg-CO2 

軽油 
使用量 2,304L 1,363.12L 

○ 
CO2 5956kg-CO2 3,516.85kg-CO2 

CO2合計 9968kg-CO2 4,821.57kg-CO2 ○ 

廃
棄
物 

一般廃棄物 可燃ごみ 2,085kg 1,291.20kg ○ 

産
業
廃
棄
物 

汚泥 7,863kg 7,100kg ○ 

有機溶剤 864kg 450.14kg ○ 

酸・ｱﾙｶﾘ廃液 232kg 0kg ○ 

ｼｱﾝ廃液 2,496kg 226kg ○ 

合計 11,455kg 7,776.14kg ○ 

水道使用量 5,657m3 5,226m3 ○ 

有機溶剤 購入量 4,248kg 2,625kg ○ 

酸
類 

塩酸購入量 9,658kg 1,614.76kg ○ 

硫酸購入量 4,262kg 3,160.49kg ○ 

硝酸購入量 730kg 144.48kg ○ 

合計 14,650kg 4,919.73kg ○ 

    二酸化炭素総排出量 104,219.20kg-CO2 

 

 

 電力使用量 

計画値よりも約35％の削減 

こまめな電灯のスイッチＯＦＦ、ヒーターの自動制御の増設により削減できました。 

 

 自動車燃料使用量 

計画値よりもガソリンが約67の削減、軽油が約40％の削減 

アイドリングストップ車の使用やエコドライブ、効率的な配送などで削減できました。 

 

 廃棄物排出量 

一般廃棄物（可燃ごみ）は、計画値より約38％の削減になりました。 

分別、リサイクル等の徹底により削減できました。 

   

   

 水道使用量 

計画値よりも約8％の削減 

水量計の設置等で節水をしてこまめなバルブの開閉を行うことで削減できた。 
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 有機溶剤購入量 

計画値よりも38％削減 

社内で再生利用を行い削減できた。 

今後も社内での再生利用、大気への拡散量の低減、適正使用に努めていきたい。 

 

 酸類購入量 

計画値よりも約66％削減 

適正使用、日頃の使用量管理等により削減できた。 

 

 グリーン購入 

文房具、事務用品等の購入時にはグリーン購入推奨品マーク入りの購入に努めています。 

 

5 次年度の環境経営計画 

  次年度の環境経営目標、環境経営計画は3.1.3.2に記載済みです。 

 

6 環境関連法規への違反、訴訟の有無  

   適用になる主要な環境関連法規の一覧を以下に記載いたしました。環境関連法規の遵守状況

を2023年2月6日に確認した結果、違反はありませんでした。 

なお関係当局より違反等の指摘は、過去3年間ありません。 
   

区分 環境関連法規等名称 順守結果 

廃棄物 廃棄物の処理及び清掃に関する法律 

（一般廃棄物・産業廃棄物・特別管理産業廃棄物の適正処理） 
○ 

東京都廃棄物の処理及び再利用に関する条例 ○ 

目黒区廃棄物の発生抑制、再利用の促進及び適正処理に関す

る条例 
○ 

資源 家電リサイクル法 ○ 

自動車リサイクル法 ○ 

化学物質 毒物及び劇物取締法 ○ 

化学物質・水質 都民の健康と安全を確保する環境に関する条例 ○ 

水質 水質汚濁防止法 ○ 

下水道法 ○ 

東京都下水道条例 ○ 

大気 フロン排出抑制法 ○ 

自動車NOx・PM法 ○ 

 

7 外部からの苦情等 

   ・この1年間利害関係者からの苦情、要望はありませんでした。 

 

8 代表者による全体の取り組み状況の評価と見直し・指示 

   2022年度はコロナウイルスの影響で不安定な受注により評価は難しいです。 
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8 エコアクション２１実施体制 

１．エコアクション２１組織図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．役割、責任及び権限表 

対象者 役割、責任・権限 

代表者 

環境経営方針の決定 

環境管理責任者の指名                                   

資源（人材、資金、技術、情報）の用意 

システム等の見直し 

経営における課題とチャンスの明確化 

環境管理責任者 

システムの総責任者 

システムの役割権限を持つ 

システムの実績を代表者に報告 

事務局 

全体計画の立案 

文章作成及び管理 

一般教育の実施 

システム運用上の事務管理 

営業担当 
営業活動、製品の搬入出業務において、部門目標・計画等

に基づき、全員で実施する。 

業務担当 

見積・納品・請求に関する業務、製品の検査・入出荷に関す

る業務において、部門目標・計画等に基づき全員で実施す

る。 

品質管理担当 
製品の品質管理に関する業務において、部門目標・計画等

に基づき、全員で実施する。 

製造担当 
表面処理加工に関する業務において、部門目標・計画等に

基づき、全員で実施する。 

 

森安祥二
事務局

品質管理担当 営業担当 製造担当 業務担当

木村弘次
環境管理責任者

木村秀利
代表者


